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宮陵会事務局 からのお知らせ

２
０
２
３

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

（
令
和
５
）年
度  

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告
昨
年
度
に
引
き
続
き
６
月

昨
年
度
に
引
き
続
き
６
月
1010
日
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で

日
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で

定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。��

（
専
務
理
事

（
専
務
理
事  

佐
藤
武
）

佐
藤
武
）

　
本
年
4
月
以
降
、
神
奈
川
大
学
に
お
け

る
授
業
が
ほ
ぼ
対
面
授
業
に
戻
り
、
5
月

8
日
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
5
類
に
移
行
さ

れ
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
原
則
、
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
で
の
定
時

総
会
で
あ
っ
た
。

◇
本
人
出
席
1
1
2
、
議
決
権
行
使
24
、

委
任
状
出
席
45

　
社
員
総
数
1
9
5
の
う
ち
、
本
人
出
席

1
0
8
、
議
決
権
行
使
24
、
委
任
状
出
席

45（
受
任
者
は
議
長
に
39
、
会
長
に
6
）
の
計

1
8
1
名
の
出
席
。
庄
子
さ
ち
子
理
事
（
昭

54
法
）
の
司
会
に
よ
る
総
会
は
、
4
年
ぶ

り
の
校
歌
〝
斉
唱
〟
で
幕
を
開
け
た
。

　
は
じ
め
に
、
久
保
清
治
会
長（
昭
43
貿
、

50
経
博
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
定
款
第
16
条

に
基
づ
き
、
総
会
議
長
に
本
会
代
議
員
の

浅
野
博
之
氏（
昭
43
貿
、
宮
城
県
宮
陵
会
会
長
）

を
満
場
一
致
で
選
任
。
司
会
者
か
ら
定
款

第
18
条
に
定
め
る
社
員
総
数
の
過
半
数
を

満
た
し
総
会
は
成
立
し
た
旨
の
報
告
が
あ

り
、
議
長
が
議
事
録
署
名
人
に
社
員
の
木

村
仁
氏
（
昭
48
貿
）と
村
山
宏
幸
氏（
平
6
情
）

の
2
人
を
指
名
、
審
議
に
入
っ
た
。

◇
議
案
は
原
案
通
り
承
認

　
議
事
は
、
久
米
信
行
専
務
理
事（
昭
49
経
）

が
①
報
告
事
項
と
し
て
22
年
度
の
事
業
報

告
、
23
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
②
決

議
事
項
と
し
て
第
1
号
議
案
の「
22
年
度

決
算
承
認
の
件
」
を
説
明
。
監
事
の
金
子

浩
也
氏（
平
17
経
博
前
）
が
監
査
報
告
を
行
っ

た
。
質
疑
応
答
な
ど
を
経
て
、
第
1
号
議

案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
に
関
連
し
て
、
社
員
小
川
隆

司
氏（
42
法
）
か
ら
、
①
会
員
の
住
所
把
握

状
況
②
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
状
況
に
つ
い
て
の

質
問
、
社
員
庄
子
忠
宏
氏（
昭
40
工
経
）
か

ら
は
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
関
す
る
具
体

的
内
容
や
会
費
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
関

す
る
質
問
、
ま
た
社
員
松
本
竜
郎
氏
（
昭

63
法
）
か
ら
、
在
学
生
の
課
外
活
動
に
対

す
る
支
援
方
法
な
ど
に
関
す
る
意
見
、
社

員
泉
澤
髙
光
氏（
昭
47
英
）
か
ら
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
地
域
組
織
へ
の
支
援

策
に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
久
保
清
治

会
長
は
じ
め
、
久
米
信
行
専
務
理
事
や
佐

藤
武
専
務
理
事（
56
経
）
が
対
応
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
藤
専
務
理
事
か
ら
決
議
事

項
の
第
2
号
議
案
の
「
役
員
選
任
の
件
」

を
説
明
。
浅
野
議
長
が
定
款
第
19
条
第
3

項
の
規
定
に
よ
り
候
補
者
ご
と
に

決
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
、
新
役
員（
４
頁
に
掲
載
）が

決
定
し
た
。

　
例
年
に
も
増
し
て
非
常
に
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
定

刻
を
大
幅
に
過
ぎ
て
議
事
終
了
と

な
っ
た
。

◇
石
渡
理
事
長
、
小
熊
学
長
、
花
嶋
事

務
局
長
が
来
場

　
続
い
て
、
石
渡
卓
た
か
し

学
校
法
人
神
奈
川

大
学
理
事
長
や
小
熊
誠
神
奈
川
大
学
長
、

齋
藤
勁

つ
よ
し

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
副
理
事

長
、
並
び
に
花
嶋
と
み
子
事
務
局
長
・
理

事
が
入
場
さ
れ
た
後
、
司
会
者
が
臨
時
理

事
会
で
決
定
し
た
新
三
役
（
会
長
、
副
会
長
、

専
務
理
事
）
を
会
場
で
紹
介
し
た
。

定時総会の様子

壇上であいさつする久保清治宮陵会会長

来賓あいさつする石渡卓理事長

来賓あいさつする小熊誠学長
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宮陵会事務局 からのお知らせ

  題名「横浜キャンパス
　　　　　ヤマモモの大木と 31 号館（建築学部）」

2023（令和5）年7月制作　F10 号

　横浜キャンパス本館前の山桜の木。それは、昭和47（１９７２）
年創立者米田先生により南伊豆から移され、 ずっと私たち
を見守ってきた。 この山桃と竣工したばかりの 31 号館を
対比した。 学生の頃はロックアウト状態で構内にも入れ

なかったのに、 今は自由往来でき猫
も散歩している。 山桃のアイスが食
堂にあるらしい。
渡邊恵子（1977年法学部法律学科卒）

表紙のことば

　
次
に
、
石
渡
理
事
長
や
小
熊
学
長
か
ら
、

ご
自
身
の
自
己
紹
介
や
大
学
の
近
況
報
告

を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

◇
表
彰
者
芳
名
の
披
露

　
最
後
に
、
司
会
者
が
「
23
年
度
表
彰
者

芳
名
」
を
披
露
し
た
。
出
席
し
た
特
別
表

彰
の
2
名
に
対
し
、
久
保
清
治
会
長
が
表

彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
、
全
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
終
了
し
た
。

■
功
労
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
２
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

宮
原     

進
様
（
昭
和
48
年
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、
元
旭
川
宮
陵
会
会
長
）

池
田 

靖
宏
様
（
昭
和
39
年
工
学
部
工
業
経
営
学
科
卒
業
、元
京
滋
宮
陵
会
会
長・副
会
長
）

長
谷
川 

進
一
様
（
昭
和
38
年
法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業
、
元
防
長
宮
陵
会
会
長
・

事
務
局
長
・
事
務
局
）

■
感
謝
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
３
号
該
当
）

地
域
組
織
関
係

阿
部    

滋
様（
故
人
）（
昭
和
36
年
法
経
学
部
経
済
学
科
卒
業
、元
北
見
宮
陵
会
副
会
長
）

海
老
澤 

栄
一
様
（
昭
和
40
年
法
経
学
部
貿
易
学
科
卒
業
、
元
埼
玉
県
宮
陵
会
会
長
）

内
田 

青
蔵
様
（
昭
和
50
年
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、
昭
和
52
年
大
学
院
工
学
研
究
科 

建
築
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
元
神
奈
川
大
学
学
内
宮
陵
会
会
長
）

佐
藤 

重
夫
様
（
昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
、
元
社
労
士
宮
陵
会
会
長
）

■
特
別
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
４
号
該
当
）

新
倉 

す
み
れ
様
（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
3
年
、J
O
C
ジ
ュニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
令
和
4
年
度
ジ
ュニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

U
20
の
部
72
㎏
級
優
勝
、
2
0
2
2
年
ア
ジ
ア
選
手
権
女
子
72
㎏

級
2
位
、
明
治
杯
令
和
4
年
度
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
女
子
72
㎏
級
2
位
、
2
0
2
2
年
度
U
20
世
界
選
手
権
女
子
72

㎏
級
3
位
、
2
0
2
2
年
度
U
23
世
界
選
手
権
女
子
72
㎏
級
3
位
、

令
和
4
年
度
「
天
皇
杯
」
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
72

㎏
級
優
勝
、
ザ
グ
レ
ブ
・
オ
ー
プ
ン
女
子
72
㎏
級
3
位
）

濱
浦
　   

尋
様
（
理
学
研
究
科
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
2
年
、
第
30
回
環
境
化
学
討

論
会
R
o
y
a
l 

S
o
c
i
e
t
y 

o
f 

C
h
e
m
i
s
t
r
y 

賞
）

石
原
　
愛
依
様
（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
4
年
、
第
98
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
兼
第
19
回
ア
ジ
ア
大
会
代
表
選
手
選
考
会
兼
第
9
回
ジ
ュニ
ア
パ
ン
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
代
表
選
手
選
考
会
女
子
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
5

位
、
第
98
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
女
子
2
0
0
ｍ
個
人

メ
ド
レ
ー
2
位
、
第
64
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
大
会
女
子

2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
3
位
、
2
0
2
3
日
本
パ
ラ
水
泳
春
季
チ
ャ
レ

ン
ジ
レ
ー
ス
兼
2
0
2
3
年
度
日
本
代
表
選
手
選
考
競
技
会
1
0
0

ｍ
平
泳
ぎ（
S
B
13
）
優
勝
（
日
本
記
録
）
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

（
S
M
13
）
優
勝（
日
本
記
録
）

表 彰 者 芳 名

 ◇ 会議予定
理事会　2023(令和5)年 9月29日(金 )
	 12月 8日(金 )

 ◇ 夏季一斉休暇
2023( 令和 5) 年８月14日 ( 月 ) ～８月17日 ( 木 ) 

 ◇ 地域組織 新代表者紹介
札幌宮陵会	 昭51法	 柴山ひろこ 様
岐阜県宮陵会	 昭43経	 岩井志郎 様
西多摩宮陵会	 昭42法	 山下敏勝 様

※登録いただきました情報は、皆様の個人情報の重要性を深く認識し
個人情報保護方針に従い適正な保護管理に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

 ◇ 事務局よりのお願い
【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があれば、
ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
住所等の登録・変更申請について
https://www.kanagawa-u.ac.jp/alumni_menu/registration/

② FAX 045-413-0791
③E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

お詫びと訂正

　本年４月発行の『宮陵 72 号』22 頁の栃木県宮陵
会総会に掲載しました集合写真は、令和元年度総会時
のものでした。正しくは、この写真です。訂正してお詫
びします。なお、本会HP上では正しい集合写真をご覧
いただけます。
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新 役 員 の 紹 介

会　長
久 保 清 治

（昭43貿）

理　事
伊 藤 惠 一

（昭44法）

理　事
内 山 曜 子

（昭53経）

理　事
和 知 親 裕

（昭63貿）

副会長
原　　 柳 作

（昭46英）
広報委員会委員長

理　事
藤 井 俊 二

（昭46法）

理　事
庄子さち子

（昭54法）

理　事
矢 島 俊 明

（平11国経）

副会長
三 宮 政 俊

（昭51法）
事業委員会委員長

理　事
宮 澤 俊 次

（昭48経）

理　事
萩谷恵里子

（昭56法）

監　事
藤 田 伸 哉

（昭50貿）

専務理事
久 米 信 行

（昭49経）
総 務 財 政 委 員 会
委員長

理　事
小林二三夫

（昭48貿）

理　事
堀江美由紀

（昭58法）

監　事
金 子 浩 也
（平17経博前）

専務理事
佐 藤　　 武

（昭56経）
組織委員会委員長

理　事
内 田 青 蔵

（昭50建）

理　事
能 重 幸 夫

（昭62経）

監　事
横 山　　 朗

（平18法務）

専務理事
萩原くみこ

（昭59法）

理　事
渡 邊 恵 子

（昭52法）
交 流 企 画 委 員 会
委 員 長

理　事
指 籏　　 博

（昭62応化）

読者から寄せられた『宮陵（No72号）』（本年4月発行）の感想です。その一部を紹介します。（編集部）

毎
回
、掲
載
記
事
を
懐
か
し
く
、

当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
卒

業
生
の
声
」は
、特
に
当
時
の
こ
と
が

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
よ
み
が
え
り

ま
す
。�

（
北
海
道
、
昭
和
52
年
経
済
卒
）

18 

、１９
頁
を
読
ん
で
、箱
根
駅

伝
、今
年
は
出
場
な
ら
ず
、と

て
も
残
念
で
し
た
。来
年
は
必
ず
出

場
し
て
ほ
し
い
で
す
。予
選
会
は
応
援

に
行
き
ま
す
。陸
上
部
だ
け
で
な
く

活
躍
し
て
い
る
神
大
生
の
記
事
を
読

む
と
、元
気
に
な
り
、誇
ら
し
い
で
す
。

（
神
奈
川
県
、令
和
3
年
情
報
シ
ス
テ
ム
創
成
卒
）

いつ
も『
宮
陵
』を
お
送
り
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。懐

か
し
さ
で
何
度
も
読
み
直
し
、当
時

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。72
号
で
は
、

内
子
町
役
場
の
総
務
課
長・黒
澤
賢

治
氏
の
内
容
に
強
く
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。理
由
は
、私
の
ふ
る
さ
と
宇
和

島
市
と
は
近
く
、現
在
、地
元
の
内
子

高
校
の
校
長
は
、私
が
八
幡
浜
高
校

に
勤
務
し
て
い
た
時
の
教
え
子
で
す
。

　

ま
た
、隣
町
に
あ
る
大
洲
高
校
の

校
長
は
、宇
和
島
東
高
校
の
後
輩
で

す
。近
日
中
に
内
子
町
役
場
を
訪
問

し
、黒
澤
課
長
と
お
会
い
し
て
母
校

神
奈
川
大
学
で
学
ん
だ
懐
か
し
い
想

い
出
話
し
を
す
る
予
定
で
す
。

（
愛
媛
県
、
昭
和
42
年
経
済
卒
）
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2022年度 事業報告

■	2023・2024年度代議員を選出するための選挙において196名の代議員が
選任された。（2023年6月現在195名）

■	給付奨学金として学部生 4名、大学院生 7名に対し 375万円を給付した。
■	横浜キャンパス図書館の大規模改修に伴い、図書館の環境向上を図るための
グリーン（造木）を現物寄付した（307万円）。

■	コロナ禍における学生への緊急支援として、一人暮らしの学生を対象
に「食品の無料配布」を実施した。レトルト食品、カップ麺、お菓子
など一人当たり 3,000円相当の食品を 2,000名の在学生に配布した。
（2021年度に続き２回目）
■	コロナ禍における学生への緊急支援として、地域組織の出資により当
該地域出身の学生に QUO カードを郵送した。QUO カードの代金は
地域組織が負担し、発送作業は本部事務局が担った。都道府県 79組
織中 23組織が実施し、822名の学生に送付した。

2023 年度 事業計画

■	2023・2024年度の役員（理事20名、監事3名）を選任する選挙を実施する。
■	全国地域組織代表者会議を開催し、ブロック会の効果的な運用、活用と
今後の地域組織代表者会議のあり方を検討する。

■	地域組織のブロック会にその地域出身の学生を派遣し、卒業後の宮陵
会活動への参加促進と地域組織の活性化に繋げる。

■	会費の納入促進と会費制度の見直し。
詳細は宮陵会ホームページでご確認いただけます。

貸借対照表
2023年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１. 流 動 資 産

現 金 277,500 305,999 △ 28,499
普 通 預 金 49,935,396 39,406,235 10,529,161
振 替 貯 金 180,145 211,345 △ 31,200
定 期 預 金 212,000,000 212,000,000 0
前 払 金 22,000 0 22,000
流 動 資 産 合 計 262,415,041 251,923,579 10,491,462

２. 固 定 資 産
(1) 基 本 財 産
定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0
(2) 特 定 資 産
奨 学 基 金 積 立 資 産 110,000 110,000 0
神奈川大学創立 100 周年積立資産 71,000,000 61,000,000 10,000,000
宮 陵 会 設 立 90 周 年 積 立 金 2,000,000 0 2,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 3,355,168 3,263,140 92,028
特 定 資 産 合 計 76,465,168 64,373,140 12,092,028
(3) そ の 他 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア 165,000 209,000 △ 44,000

そ の 他 固 定 資 産 合 計 165,000 209,000 △ 44,000
固 定 資 産 合 計 79,630,168 67,582,140 12,048,028
資 産 合 計 342,045,209 319,505,719 22,539,490

Ⅱ 負 債 の 部
１. 流 動 負 債

未 払 金 464,219 438,832 25,387
前 受 会 費 12,000 30,000 △ 18,000
預 り 金 163,811 133,941 29,870
流 動 負 債 合 計 640,030 602,773 37,257

２. 固 定 負 債
退 職 給 付 引 当 金 3,355,168 3,263,140 92,028
固 定 負 債 合 計 3,355,168 3,263,140 92,028
負 債 合 計 3,995,198 3,865,913 129,285

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
１. 指 定 正 味 財 産
指 定 正 味 財 産 合 計
( うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２. 一 般 正 味 財 産 338,050,011 315,639,806 22,410,205
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (73,110,000) (61,110,000) (12,000,000)
正 味 財 産 合 計 338,050,011 315,639,806 22,410,205
負債及び正味財産合計 342,045,209 319,505,719 22,539,490

正味財産増減計算書
2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財 　 産　 運　 用　 益 1,952 973 979
基 本 財 産 受 取 利 息 (51) (51) (0)
特 定 資 産 受 取 利 息 (1,901) (922) (979)

② 受 　 取 　 会 　 費 119,961,000 117,239,000 2,722,000
正 会 員 会 費 (9,061,000) (7,749,000) (1,312,000)
準 会 員 会 費 (110,900,000) (109,490,000) (1,410,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 558,879 1,144,076 △ 585,197
受 取 利 息 (8,879) (14,814) ( △ 5,935)
雑 収 益 (550,000) (1,129,262) ( △ 579,262)

経 常 収 益 計 120,521,831 118,384,049 2,137,782
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,765,939 7,860,104 905,835
退職給付引当金繰入額 46,014 14 46,000
福 利 厚 生 費 1,396,737 1,265,273 131,464
会 議 費 2,160 15,000 △ 12,840
旅 費 交 通 費 602,722 163,226 439,496
通 信 運 搬 費 31,726,014 28,742,264 2,983,750
消 耗 品 費 6,724,111 6,650,111 74,000
印 刷 製 本 費 8,833,684 7,906,192 927,492
慶 弔 交 際 費 1,265,700 230,000 1,035,700
賃 借 料 346,500 93,060 253,440
諸 謝 金 133,644 111,370 22,274
支 払 負 担 金 3,000,000 3,000,000 0
支 払 助 成 金 6,224,728 4,168,027 2,056,701
支 払 寄 付 金 8,067,900 17,112,500 △ 9,044,600
給 付 奨 学 金 3,750,800 6,087,500 △ 2,336,700
委 託 費 382,285 355,941 26,344
雑 費 22,570 8,946 13,624
事 業 費 計 81,291,508 83,769,528 △ 2,478,020

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,765,940 7,860,104 905,836
派 遣 事 務 費 0 242,475 △ 242,475
臨 時 雇 用 賃 金 116,280 0 116,280
退職給付引当金繰入額 46,014 13 46,001
福 利 厚 生 費 1,396,737 1,265,273 131,464
会        議        費 138,741 254,101 △ 115,360
旅 費 交 通 費 2,426,524 1,169,600 1,256,924
通 信 運 搬 費 629,636 638,177 △ 8,541
減 価 償 却 費 44,000 11,000 33,000
消 耗 什 器 備 品 費 0 0 0
消 耗 品 費 565,931 388,850 177,081
印 刷 製 本 費 558,617 475,245 83,372
慶 弔 交 際 費 633,840 917,268 △ 283,428
賃 借 料 346,500 93,060 253,440
保 険 料 409,640 409,640 0
委 託 費 651,204 445,500 205,704
支 払 手 数 料 40,810 0 40,810
雑 費 49,704 123,027 △ 73,323
管 理 費 計 16,820,118 14,293,333 2,526,785

経 常 費 用 計 98,111,626 98,062,861 48,765
当 期 経 常 増 減 額 22,410,205 20,321,188 2,089,017

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 0 25,000 △ 25,000
経 常 外 収 益 計 0 25,000 △ 25,000

(2) 経 常 外 費 用
経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額 0 25,000 △ 25,000
当期一般正味財産増減額 22,410,205 20,346,188 2,064,017
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 315,639,806 295,293,618 20,346,188
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 338,050,011 315,639,806 22,410,205

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 338,050,011 315,639,806 22,410,205

正味財産増減予算書
2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 予 算 額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　 産　 運　 用　 益 2,000
基 本 財 産 受 取 利 息 (1,000)
特 定 資 産 受 取 利 息 (1,000)

② 受 　 取 　 会 　 費 113,880,000
正 会 員 会 費 (6,030,000)
準 会 員 会 費 (107,850,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 305,000
受 取 利 息 (5,000)
雑 収 益 (300,000)

経 常 収 益 計 114,187,000
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,930,000
退職給付引当金繰入額 170,000
福 利 厚 生 費 1,500,000
会 議 費 1,134,000
旅 費 交 通 費 7,072,000
通 信 運 搬 費 34,370,000
消 耗 品 費 3,617,000
印 刷 製 本 費 9,815,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000
賃 借 料 410,000
諸 謝 金 562,000
支 払 負 担 金 6,300,000
支 払 助 成 金 12,950,000
支 払 寄 付 金 5,000,000
給 付 奨 学 金 4,000,000
委 託 費 1,570,000
雑 費 230,000
事 業 費 計 99,830,000

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,930,000
臨 時 雇 用 賃 金 310,000
退職給付引当金繰入額 170,000
福 利 厚 生 費 1,500,000
会 議 費 1,870,000
旅 費 交 通 費 4,700,000
通 信 運 搬 費 860,000
減 価 償 却 費 44,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 670,000
印 刷 製 本 費 1,050,000
慶 弔 交 際 費 1,600,000
賃 借 料 410,000
保 険 料 420,000
委 託 費 1,055,000
支 払 手 数 料 400,000
雑 費 350,000
管 理 費 計 24,539,000

経 常 費 用 計 124,369,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 10,182,000

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額 0
当期一般正味財産増減額 △ 10,182,000
一般正味財産期首残高 338,050,011
一般正味財産期末残高 327,868,011

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受　 取　 寄　 付　 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 327,868,011
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活躍する卒業生

横
浜
市
訪
問
介
護
連
絡
協
議
会　

代
表　

正
木　

光
一（
59
歳
）

私
に
と
っ
て
の
神
大
卒
の
プ
ラ
イ
ド

まさき・こういち
1988（昭和 63）年神奈川大学
経済学部貿易学科卒業後、
横浜の百貨店で外商部勤務。
その後、プルデンシャル生
命保険でフルコミ営業 15 年
を経て未経験の訪問介護の
会社を創業。今は介護、保険、
不動産事業の老後の生活と
資産を守る会社へ業務の幅
を広げている。横浜山手ロー
タリークラブ所属。

　
私
の
神
奈
川
大
学
時
代
を
振
り
返
る

と
、
社
会
勉
強
と
い
う
名
の
ア
ル
バ
イ
ト

と
、
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
こ

じ
つ
け
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
明
け
暮
れ
、
残
り

の
時
間
で
ち
ょ
っ
と
講
義
に
出
る
と
い
う
怠

惰
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
横

須
賀
市
の
自
宅
か
ら
通
っ
て
い
た
た
め
、
親

に
甘
え
や
り
た
い
放
題
の
生
活
で
し
た
。

卒
業
後
は
地
元
デ
パ
ー
ト
の
外
商
を
経
て
、

外
資
系
の
フ
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
生
命
保
険

会
社
で
15
年
間
営
業
の
仕
事
を
し
ま
し

た
。
と
て
も
厳
し
い
世
界
で
た
く
さ
ん
の

仲
間
の
成
功
と
挫
折
を
見
て
き
ま
し
た
。

妥
協
の
な
い
15
年
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
験

し
た
こ
と
に
よ
り
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
50
歳
の
時
に
ま
っ
た
く
畑
違
い
の
訪
問
介

護
の
会
社
を
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
私
の

恩
人
で
あ
る
知
人
が
介
護
状
態
に
な
り
苦

労
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
が
、
起
業
し
た
一
つ
の
き
っ
か
け
で
し

た
。
何
事
も
初
め
て
の
こ
と
で
右
も
左
も

分
か
ら
ず
紆
余
曲
折
し
ま
し
た
が
、
今
は

訪
問
介
護
事
業
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
事
業
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

保
険
シ
ョ
ッ
プ
、
不
動
産
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営

す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
横
浜
市
18
区
4
5
0

事
業
者
が
加
盟
す
る
横
浜
市
訪
問
介
護
連

絡
協
議
会
の
代
表
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
の
人
材
不
足
の
改
善
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
中
学
校
へ
の
職
業
講
話
の
授
業
を
行
い

若
い
人
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
個
人
的
に
は
地
域
と
の
関
わ
り
合

い
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
所
属
す
る
横
浜

山
手
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｒ
Ｃ
）
で
子
ど

も
食
堂
の
支
援
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
障
が
い

者
作
業
所
の
支
援
を
目
的
に
、
作
業
所
が

製
造
す
る
焼
き
菓
子
を
Ｒ
Ｃ
で
購
入
し
、

子
ど
も
食
堂
に
寄
贈
す
る
取
り
組
み
を
進

め
、
多
く
の
人
の
笑
顔
に
出
会
え
る
こ
と

が
元
気
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
大
の
同
級
生
と
は
卒
業
後
は
あ
ま
り

会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、50
代
半

ば
を
過
ぎ
た
最
近
こ
こ
何
年
か
で
連
絡
を

取
り
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
、
こ
の
宮
陵
会
へ
の
参
加
と
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
で
す
。
こ
れ
よ
り
数

多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
お
話
し
を
し
た
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
同
郷
や
学
校
Ｏ
Ｂ
は
親
し
み
や
す

い
で
す
ね
。
い
い
意
味
で
刺
激
を
も
ら
い
、

特
に
横
浜
で
商
売
を
す
る
に
は
必
ず
と

言
っ
て
も
良
い
く
ら
い
神
大
卒
業
生
に
会
う

の
で
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
勉
強
し
な
か
っ
た
習
慣
の
学
生

時
代
の
つ
け
が
回
り
、
資
格
が
必
要
な
業

種
を
創
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
50
代
半
ば

か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
宅

地
建
物
取
引
士
を
取
得
し
、
今
年
は
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
学
生
時
代
の
つ
け
を
少
し
ず
つ
で
す
が

返
し
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
な
が
ら
、
い
い

大
学
を
卒
業
し
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

横浜市訪問介護連絡協議会の総会で代表に再任され「訪
問介護のイメージアップを図り、若い世代に働きかける活動
を続けたい」とあいさつ（23. ５）

横浜山手ロータリークラブの一員として子ども食堂から感謝状をいただく
（左端筆者、21.3）

経
営
す
る
不
動
産
会
社
の
前
で
筆
者
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活躍する卒業生

ゼ
ブ
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

社
長　

古
川　

正
知（
51
歳
）

神
奈
川
大
学
、
ラ
ク
ロ
ス
部
か
ら
学
ん
だ
こ
と

ふるかわ・たかのり
1971 年山口県光市生まれ。
51 歳。1995 年神奈川大学経
済学部経済学科卒。伊藤修ゼ
ミ。同年旧財閥系企業入社。
97 年モトローラ株式会社入
社、12 年エンタープライズ
事 業 部 長 就 任。14 年 か ら
Zebra Technologies 日本
法人代表。

　
「
あ
あ
、
棒
の
先
に
網
が
つ
い
て
い
て
、

ボ
ー
ル
入
れ
て
ク
ル
ク
ル
す
る
や
つ
ね
？
」

ラ
ク
ロ
ス
の
認
知
度
は
徐
々
に
上
が
っ
て
き

た
よ
う
に
思
う
が
、
1
9
9
1
（
平
成
３
）

年
に
神
奈
川
大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
が
同
好
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
は
、
誰
も
知
ら

な
い
怪
し
い
部
活
だ
っ
た
。

　
95
（
平
成
７
）
年
に
は
、
神
奈
川
大
学

体
育
会
所
属
の
男
子
・
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

と
し
て
活
動
を
開
始
。
先
日
、
創
立
30
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
が
、
60
名
程

度
の
部
員
に
加
え
、
4
0
0
名
以
上
の

Ｏ
B
、
Ｏ
Ｇ
を
抱
え
る
組
織
に
な
っ
た
。

最
近
の
ラ
ク
ロ
ス
部
の
実
績
は
、
昨
年
の
関

東
学
生
リ
ー
グ
で
入
替
戦
に
勝
利
し
、
男

女
と
も
に
2
部
に
昇
格
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
今
年
米
国
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ

れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
日
本
代
表

（
2
0
2
3
年
卒
、
箱
﨑
蒼
太
さ
ん
）
を

輩
出
す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂

げ
て
い
る
。

　
自
身
の
話
に
な
る
が
、
新
卒
で
入
っ
た

旧
財
閥
系
企
業
の
古
い
体
質
に
2
年
で
見

切
り
を
つ
け
、
米
国
系
携
帯
電
話
シ
ス
テ

ム
ベ
ン
ダ
に
転
職
。
現
在
は
Ze
bra 

Tec
hno
log
ies 

Corp
ora
t
ion

の
日
本
法
人
代
表
と
し
て
、
小
売
・
運
輸

物
流
・
製
造
・
医
療
の
現
場
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
を
行
な
っ
て
い
る
。
神
奈
川

大
学
及
び
、
ラ
ク
ロ
ス
で
学
ん
だ
こ
と
が
、

社
会
人
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
く
上

で
軸
に
な
っ
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
は
、伊
藤
修
ゼ
ミ
（
産
業
政
策
論
）

を
選
択
。
教
授
や
仲
間
た
ち
と
共
に
政
府

の
産
業
政
策
の
功
罪
に
つ
い
て
研
究
、
今
後

の
産
業
育
成
と
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
を
行
っ
た
。
こ
の
経
験
は
、
次
世
代
携

帯
電
話
シ
ス
テ
ム
（
W
i
M
A
X
、
L
T
E
）

の
総
務
省
、
携
帯
電
話
事
業
者
へ
の
提
案
、

導
入
に
際
し
て
役
立
っ
た
。

　
ラ
ク
ロ
ス
部
で
は
、
二
代
目
の
主
将
と

し
て
２
年
間
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
関
東

学
生
リ
ー
グ
の
2
部
か
ら
1
部
に
昇
格
。

関
東
ベ
ス
ト
４
ま
で
チ
ー
ム
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
悩
み
な
が
ら
の
チ
ー
ム

運
営
で
は
あ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
得
た
こ
と
で
あ
り
、

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
目
標

設
定
・
計
画
立
案
・
実
行
・
反
省
の
重

要
さ
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
の

ラ
ク
ロ
ス
は
、
リ
ー
グ
戦
や
全
国
大
会
、

国
際
大
会
な
ど
の
開
催
、
普
及
活
動
な
ど

を
他
大
学
と
連
携
す
る
こ
と
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
大
会
運
営
へ
の
参
画
、
日
本
ラ

ク
ロ
ス
協
会
海
外
部
で
の
海
外
チ
ー
ム
の
招

致
、
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
関
与

し
た
。
ラ
ク
ロ
ス
を
通
じ
て
、
人
間
関
係

の
構
築
、
異
文
化
交
流
（
国
内
・
海
外
）

の
経
験
を
積
み
、
ま
た
英
語
力
も
向
上
し

た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

　
学
生
時
代
は
、
取
組
み
方
次
第
で
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
。
今
の
学
生
のゼブラ・テクノロジーズのパートナーイベントで講演（22年 3月）

昨年の男子ラクロス部が関東学生リーグの入替戦に勝利した後で。
後列右から4人目（中央）が筆者

皆
さ
ま
と
は
、
時
代
や
環
境
が
異
な
る
が
、

是
非
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

頂
き
た
い
。
私
自
身
も
、
今
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
神
奈
川
大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
は
、

不
動
産
・
芸
術
専
門
誌
の
社
長
、
新
進
気

鋭
の
一
級
建
築
士
、
売
れ
っ
子
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
、
日
本
一
ベ
ン
ツ
を
売
る
男
な
ど
、

多
く
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。
今

後
も
色
々
な
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。



石田貞夫先生の生誕100100周年の集いを、
そのゼミ生が企画し９月 16日、みなとみらいキャンパスで行う。

その集会に先立ち、教え子たちから先生の思い出などを寄せてもらった。
紹介します。（編集部）

石田貞夫先生
生誕100100周年記念の集い

石
田
貞
夫
先
生
の

石
田
貞
夫
先
生
の

思
い
出

思
い
出

8

二
重
作  

元
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
在
住
） 

1
9
7
1（
昭
和

４６
）年
経
済
学
部
貿
易 

 

学
科
卒
業
、
石
田
ゼ
ミ
15
期
生

　

卒
業
か
ら
数
年
が
過
ぎ
た
あ
る
朝
、
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
の
改
札
口
で
偶
然
石
田
先
生
に
お
会

い
し
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
十
分
な
話
も
出
来

ぬ
ま
ま
、
先
生
は
川
崎
商
工
会
議
所
の
講

習
会
へ
、
私
は
勤
務
先
の
化
学
品
貿
易
本

部
に
急
い
だ
。
別
れ
際
に
先
生
か
ら
「
人

生
は
山
あ
り
、
谷
あ
り
、
め
げ
ず
に
懸
命

に
努
力
す
る
よ
う
に
」
と
励
ま
さ
れ
た
言

葉
が
今
も
心
に
残
る
。

　

海
外
で
活
躍
し
た
い
と
志
を
共
に
し
た

私
た
ち
15
期
生
。
最
終
14
人
（
女
子
3
、

男
子
11
）
が
石
田
ゼ
ミ
の
入
室
を
許
可
さ

れ
た
。「
教
師
は
我
が
天
職
」
と
公
言
さ

れ
て
い
た
先
生
は
、
私
た
ち
に
心
血
を
注
い

で
貿
易
実
務
、
商
業
英
語
、
の
ご
指
導
を

し
て
下
さ
っ
た
。
お
陰
で
、
卒
業
時
に
は
6

割
の
ゼ
ミ
生
が
貿
易
関
係
の
仕
事
に
就
き

社
会
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

授
業
中
に
先
生
か
ら
お
話
の
あ
っ
た
「
舫も

や

い
綱つ
な

」
と
言
う
貿
易
用
語
。
一
艘
の
船
を
岸

に
繋
ぎ
止
め
る
綱
。
二
艘
以
上
の
船
を
繋

ぎ
止
め
る
綱
。
ゼ
ミ
の
仲
間
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
世
界
に
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と

願
う
先
生
の
言
葉
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
海
外
駐
在
を
何
度
も
経
験
し
、
４０
数

カ
国
へ
の
出
張
を
繰
り
返
し
て
来
た
私
に

は
、
こ
の
「
舫
い
綱
」
が
世
界
と
私
を
繋

ぐ
会
社
人
生
の
拠
り
所
だ
っ
た
気
が
す
る
。

　

今
年
は
石
田
先
生
ご
生
誕
百
周
年
。
全

身
全
霊
を
傾
け
て
私
た
ち
を
ご
指
導
し
て

下
さ
っ
た
石
田
先
生
に
は
、
15
期
生
皆
が

感
謝
の
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

池
田
芳
彦

（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
客
員
研
究
員
）

1
9
8
2（
昭
和
57
）年
経
済
学
部
経
済

学
科
卒
業
、
石
田
ゼ
ミ
26
期
生

　

百
歳
の
石
田
先
生
が
ご
存
命
で
あ
れ
ば
、

何
と
仰
る
だ
ろ
う
か
。
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ

リ
ア
を
石
田
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
委
ね
て ３年次に７期生が網代に１泊した際の集合写真

話題話題

神奈川大学で教鞭をとっておられた頃の石田先生
（写真＝いずれも古家秀紀さん提供）

読者から寄せられた『宮陵（No72号）』（本年4月発行）の感想です。その一部を紹介します。（編集部）

『
宮
陵
』の
送
付
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。卒
業
生

の
活
躍
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。当
時
の
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
残
念
で
す

が
、跡
地
が
い
つ
ま
で
も
地
元
の
方
に

愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

か
決
ま
り
ま
し
た
ら
、こ
の
よ
う
な
広

報
誌
を
通
じ
、報
告
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。遠
方
か
ら
で
は
情
報
が

入
手
し
づ
ら
く
、広
報
誌
だ
け
が
貴

重
な
情
報
源
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

学
生
の
頃
は
、南
原
の
ア
パ
ー
ト
か

ら
平
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
自
転
車
で

通
って
お
り
ま
し
た
。自
動
車
や
原
付

バ
イ
ク
で
通
う
方
法
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
楽
を
す
る
こ
と
に
慣
れ
た
未
来

の
自
分
」に
な
る
の
が
怖
く
、ペ
ダ
ル
を

漕
ぎ
続
け
た
4
年
間
で
し
た
。自
動

運
転
技
術
が
発
達
し
、移
動
が
楽
に

な
る
反
面
、足
腰
を
含
め
た
人
間
の

健
康
が
犠
牲
に
な
る
世
の
中
に
現
代

は
向
か
っ
て
い
ま
す
。健
康
を
守
る
た

め
に
技
術
革
新
に
抗
う
生
活
を
意
識

し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

自
転
車
を
降
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

歩
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
好
き
で
し
た
。

イ
チ
ョ
ウ
が
与
え
て
く
れ
る
情
緒
あ

る
風
景
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。S
A
プ
ロ
グ
ラ
ム（
海
外
の
提
携
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▽日時／本年（令和５）9月 16日（ 土 ）午後 2 時から
▽会場／神大みなとみらいキャンパス１階

「VOYAGE（ボヤージュ）」
（みなとみらい線「新高島」駅徒歩 4 分、または
「横浜駅」から徒歩 11分    「桜木町駅」から徒歩 12分）

▽会費／１０，000円 ( 記念品付 )
▽問い合わせ／荻原博（石田ゼミ１７期）

 kuishida100@a05.itscom.net
杉戸修一（石田ゼミ35期）

 070-8364 -7920

き
た
が
、
ど
う
や
ら
先
生
の
期
待
に
は
ま

だ
応
え
ら
れ
て
い
な
い
気
が
す
る
。
就
職

を
相
談
し
た
ら
「
池
田
君
は
お
酒
が
飲
め

な
い
か
ら
商
社
は
駄
目
だ
」
と
言
わ
れ
て

愕
然
と
し
、
さ
ら
に
「
勉
強
も
し
て
な
い

か
ら
大
学
院
に
来
い
」
と
言
わ
れ
て
何
故

か
し
ら
素
直
に
「
は
い
、
そ
う
し
ま
す
」

と
即
答
し
た
。

　

院
生
時
代
は
、
先
生
の
助
手
と
し
て
貿

易
研
修
セ
ン
タ
ー
（
貿
易
大
学
）
に
年
に

何
回
か
滞
在
し
、
先
生
の
ビ
ー
ル
に
缶
コ
ー

ヒ
ー
で
お
供
を
し
た
。
博
士
課
程
修
了
時
、

就
職
を
何
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
私
に
「
こ

こ
に
行
っ
て
面
接
し
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
た

大
学
（
文
京
学
院
大
学
、
着
任
時
は
文
京

女
子
短
期
大
学
）
に
30
年
以
上
。
国
税
庁

（
税
務
大
学
校
）
の
講
義
も
「
来
月
か
ら

よ
ろ
し
く
」
と
先
生
に
言
わ
れ
て
25
年
以

上
。
大
学
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
全
て
を
石

田
先
生
が
敷
い
て
く
れ
た
。

　

2
0
2
3
年
4
月
か
ら
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
で
客
員
研
究
員
と
し
て

着
任
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。石
田
先
生
な
ら

「
行
っ
て
こ
い
」と
仰
る
と
思
い
、決
断
し
た
。

神
大
の
商
業
英
語
の
授
業
で
、
先
生
の
語

る
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
の
話
を
思
い
出
し
な

が
ら
チ
ャ
オ
プ
ラ
川
沿
い
の
研
究
室
で
こ
れ

を
書
い
て
い
る
。

古こ

家が

　
秀
紀�

（
三
井
物
産
社
友
）

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
法
経
学
部
貿
易

学
科
卒
業
、
石
田
ゼ
ミ
７
期
生

　

神
大
貿
易
学
科
で
学
ん
だ
我
々
に
と
っ

て
、
石
田
ゼ
ミ
で
の
専
門
科
目
「
貿
易
商
務

論
」
で
貿
易
の
実
務
を
体
系
的
に
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
国
際
港
都

横
浜
の
地
の
利
を
生
か
し
た
母
校
に
は
、

英
語
力
強
化
の
機
会
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
た

こ
と
を
生
か
し
て
真
面
目

に
勉
強
を
し
た
甲
斐
が

あ
り
、
卒
業
後
は
入
社

し
た
会
社
で
の
仕
事
を

遂
行
す
る
の
に
大
変
役

立
ち
ま
し
た
。

　

う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

学
内
で
英
字
新
聞
部
を

創
部
し
て
新
聞
発
行
を

始
め
た
時
に
、
先
生
が

励
ま
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
。忘
れ
難
い
思
い
出
は
、

私
が
4
年
生
の
秋
だ
っ
た

時
に
先
生
が
明
治
大
学

よ
り
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
神
大
を
お
辞
め
に

な
る
と
の
話
し
を
聞
い
た
の
で
、
先
生
の
進

路
を
邪
魔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
大
野
教
務
課
長
や
事
務
局
長
に
先

生
が
お
辞
め
に
な
る
と
神
大
貿
易
学
科
の

力
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
と
主
張
し
て
、

先
生
を
是
非
神
大
に
引
き
留
め
て
欲
し
い

と
お
願
い
し
て
回
り
、
同
様
の
他
の
人
た
ち

の
お
声
も
あ
っ
て
結
局
、
先
生
は
兼
務
で
神

大
に
残
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
、
定
年
ま

で
先
生
は
神
大
兼
務
を
続
け
て
下
さ
っ
た
こ

と
で
す
。

　

2
0
2
0
年
6
月
に
中
村
那
詮
先
輩
が

入
院
さ
れ
る
ま
で
、
同
先
輩
と
後
輩
の
一
人

及
び
私
の
三
人
で
先
生
の
命
日
に
は
毎
年
お

墓
参
り
に
行
き
ま
し
た
が
、
入
院
後
は
後
輩

と
私
の
二
人
だ
け
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

石田貞夫先生生誕石田貞夫先生生誕100100周年記念周年記念
「 卒業生の集い 」「 卒業生の集い 」

石田貞夫先生略歴
1923（大正12）年9月新潟県柏崎市生まれ。47（昭和２２）
年9月東京大学経済学部卒業。55（昭和 30）年から94

（平成６）年まで神奈川大学の教壇に立っておられた。
99（平成１１）年 2月12日ご逝去。

石田先生と一緒（手前が筆者、奥は故 鶴居恂輔さん）

読者から寄せられた『宮陵（No72号）』（本年4月発行）の感想です。その一部を紹介します。（編集部）

大
学
に
留
学
し
、英
語
講
座
を
受
講

す
る
プ
ラ
グ
ラ
ム
）を
利
用
し
て
訪
れ

た
イ
ギ
リ
ス・オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

は
、自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。

ビ
ル
の
よ
う
な
大
学
が
悪
い
と
い
う
の

で
は
な
い
で
す
が
、自
然
か
ら
見
つ
け

る
情
緒
も
人
生
に
彩
り
を
く
れ
る
一

要
素
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

直
近
で
見
た
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、ま
だ
建
設
中
で
ク
ジ
ラ
が
描

か
れ
た
看
板
だ
け
が
目
立
っ
て
お
り

ま
し
た
。な
か
な
か
足
を
運
ぶ
機
会

が
な
く
、そ
の
時
は
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
の

参
加
翌
日
の
こ
と
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。今
度
訪
問
の
際
は
、キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

同
窓
会
広
報
誌
が
届
く
度
、変
化

が
あ
り
な
が
ら
も
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
す
日
常
に
あ
っ
て
、当
時
を
思
い
出

す
時
間
に
一
息
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。次
回
の
広
報
誌
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
山
形
県
、平
成
28
年
国
際
経
営
卒
）
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神
奈
川
大
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
Ｏ
Ｂ
宮
陵
会 

会
長　

 

植
草　

佑
太

２
０
０
８（
平
成
20
）年
９
月 

第
二
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

神
奈
川
大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会　

創
立
30
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

　
ラ
ク
ロ
ス
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
１
９
８
６

（
昭
和
61
）
年
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
86
年
に
慶
應
義
塾
大
学
が
日
本

で
最
初
に
ラ
ク
ロ
ス
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し

た
。 

神
奈
川
大
学
で
は
、
創
設
者
で
あ

る
小
泉
さ
ん
が
、
メ
ン
バ
ー
集
め
の
チ
ラ

シ
配
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
賛
同
す
る
メ

ン
バ
ー
が
集
い
、
91（
平
成
３
）年
か
ら
神

奈
川
大
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
の
歴
史
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
神
奈
川
大
学
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

も
30
年
も
の
年
月
が
経
過
し
、
今
で
は
約

３
０
０
名
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
存
在

し
ま
す
。 

ま
た
今
年
の
６
月
に
ア

メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
ラ
ク

ロ
ス
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表

に
神
奈
川
大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
Ｏ
Ｂ

の
箱
﨑
蒼
太
さ
ん
（
2
0
2
3

年
卒
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
創
立

１０
周
年
、

２０

周
年
と
節
目
ご
と
に
記
念
式
典
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

３０
周
年

に
な
る
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
開
催
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
昨
年
、
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
、

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
と
も
に
関
東
学
生
リ
ー

グ
２
部
へ
の
ア
ベ
ッ
ク
昇
格
を
果
た
し
、
ま

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
５
類
感
染
症
へ

移
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
、
創
立

３０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
会
場
探
し
、
役
割

決
め
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
を
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
の
多
く
が
子
育
て
世

代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
打

合
せ
の
前
に
子
供
を
寝
か
し
つ
け
た
り
と
、

家
事
・
育
児
で
忙
し
い
な
か
協
力
を
し
て

も
ら
え
た
こ
と
に
は
本
当
に
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
創
立

３０
周
年
記
念
式
典
は
、
６
月
３
日
、

横
浜
市
中
区
の
横
浜
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
宮
陵

会
の
原
さ
ん
を
は
じ
め
、
顧
問
の
笹
川
俊

先
生
、
前
原
吾
朗
先
生
そ
し
て
コ
ー
チ
、

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
現
役
学
生
と
皆
さ
ん
お
忙

し
い
な
か
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
約
１
５
０

名
が
集
う
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
創
立

３０
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て
感
じ

る
こ
と
は
、
多
く
の
人
か
ら
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
し
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら

４０
年
、

５０
年
と
神
奈
川
大

学
ラ
ク
ロ
ス
部
が
続
い
て
い
く
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
も
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
神
奈
川
大
学
ラ
ク
ロ
ス
部
へ

の
ご
支
援
、
ご
声
援
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲ラクロス創設メンバー（前列真ん中が創設者の小泉さん）

▲ラクロス現役学生（男子）

▲ラクロス現役学生（女子）

▼ラクロス部創立 30周年に来場された参加者（23.6.3 横浜ベイタワー）

◀ラクロス記念式典実行委員メンバー

「同期・同好」宮陵会「同期・同好」宮陵会

◆「同期・同好」宮陵会のなかから、
創部 30周年式典を開催した男子
ラクロス部OB会と、定期演奏会
を終えたマンドリンアンサンブル
OB会の活動内容を紹介します。

（編集部）
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マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｏ
Ｂ
会 

会
長　

那
須　

晃
一
郎

１
９
７
９（
昭
和
54
）
年 

法
学
部
法
律
学
科
卒
業

『
マン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』と
『
ハマロ
ク
』の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コン
サ
ー
ト
を
終
え
て

　
本
年
5
月
28
日
、
横
浜
市
の
鶴
見
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
・
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
、

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
『
ハ
マ
ロ
ク
』

（
以
下
ハ
マ
ロ
ク
）
は
、
現
役
学
生
の
『
マ

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』（
以
下

K
M
E
）
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
ハ
マ
ロ
ク
は
、
K
M
E
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団

で
す
。
現
在
の
団
員
は
20
人
で
、
宮
陵

会
公
認
団
体
で
あ
る
神
奈

川
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
Ｏ
Ｂ
会
の
支
援
を
受

け
、
年
1
回
の
定
期
演
奏

会
の
開
催
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ハ
マ
ロ
ク
に
と
っ
て
、

2
0
1
9
年
に
開
催
し
た

第
1
回
定
期
演
奏
会
以
来
の

実
に
4
年
ぶ
り
の
公
開
演
奏

会
で
し
た
。
そ
の
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
が

停
滞
し
、
練
習
や
演
奏
会

開
催
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

苦
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
K
M
E
も
同
様

で
、
新
入
部
員
の
勧
誘
も

ま
ま
な
ら
ず
、
廃
部
ま
で
危
惧
さ
れ
る
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て

も
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
現
役
学
生
諸
君
の
部
活
へ
の
愛

情
と
努
力
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
部
員
数

も
増
え
、
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
に
伴
う
諸

規
制
の
緩
和
も
あ
り
、
我
々
Ｏ
Ｂ
も
現
役

学
生
に
励
ま
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
回
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
へ
と
進
み
ま
し

た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
3

部
構
成
と
し
、
第
1

部
が
K
M
E
ス
テ
ー

ジ
、
第
2
部
が
ハ
マ
ロ

ク
、
第
3
部
が
合
同

ス
テ
ー
ジ
と
し
ま
し

た
。
K
M
E
は
若
者

ら
し
さ
が
う
か
が
え

る
曲
を
3
曲
、
ハ
マ
ロ

ク
は
古
典
的
な
イ
タ

リ
ア
作
品
と
最
新
邦

人
作
品
を
各
1
曲
、

そ
し
て
合
同
ス
テ
ー

ジ
で
は
新
旧
の
邦
人

作
品
2
曲
を
、
そ
れ

ぞ
れ
演
奏
し
ま
し

た
。

　
本
格
的
な
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
は
ハ
マ
ロ

ク
も
K
M
E
も
久
し
ぶ
り
な
の
で
、
練

習
を
含
め
準
備
段
階
か
ら
い
ろ
い
ろ
不
安

な
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
や
る

以
上
は
後
悔
し
な
い
よ
う
精
一
杯
や
ろ

う
！
」
と
現
役
学
生
と
Ｏ
Ｂ
が
「
K
M
E

精
神
」
（
？
）
で
一
致
団
結
。
な
ん
と
か

最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
曲
ま
で
終
わ
っ
た
時
に

は
、
無
事
に
終
了
し
た
解
放
感
と
心
地
よ

い
疲
労
感
が
感
じ
ら
れ
、
開
催
ま
で
の
苦

労
が
報
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
お
客
さ
ま
に
回
答
し
て
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
も
ち
ろ
ん

厳
し
い
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
が
、
お

お
む
ね
好
評
で
、

満
足
し
て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
す
。

今
後
の
活
動
の
糧
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

「マンドリンアンサンブル」と「ハマロク」の合同ステージ
（23.5.28 鶴見区民文化センター・サルビアホール）

KMEハマロクジョイントコンサート2023チラシ

演奏後の集合写真

「同期・同好」宮陵会「同期・同好」宮陵会
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College Sounds Orch.OB コンサート開催

モダンジャズ時代の楽器を寄贈
「つながる」を続けよう～ College Sounds Orch. 世代の轍

わだち

～

荒井 美智江
2000（平成 12）年 外国語学部中国語学科卒業

　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
レ
ス
ト
ー
ホ
ー
ル
で

2
0
2
3
年
3
月
12
日（
日
）3
年
振
り
に

C
o
l
l
e
g
e 

S
o
u
n
d
s 

O
r
c
h.
（
以

下
カ
レ
ッ
ヂ
）
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
部

活
動
は
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
カ
レ
ッ

ヂ
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
）
も
苦
し
い
日
々
が
続

い
て
い
た
。
そ
ん
な
折
の
22
年
の
年
末
、

一
本
の
メ
ー
ル
が
。
「
カ
レ
ッ
ヂ
は
こ
の
ま

ま
だ
と
廃
部
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。」

メ
ー
ル
か
ら
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
那
波
祐
斗
君
（
当
時
4

年
）
か
ら
事
の
詳
細
を
聞
い
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
部
員
が
激
減
し
、
4
年
７
名
、

3
年
ゼ
ロ
、
2
年
1
名
、
1
年
2
名
と

い
う
状
況
で
、
18
人
編
成
で
の
演
奏
は
難

し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
「
Ｏ

Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
部
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
力
に
し
た
い
。
Ｏ
Ｂ
の
力
を
お

借
り
で
き
な
い
か
」
の
お
声
で
、
現
役
・

O
B
4
バ
ン
ド
を
含
む
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
は
思
い
が
け
ず
副
産
物
を
生

む
こ
と
と
な
っ
た
。
カ
レ
ッ
ヂ
Ｏ
Ｂ
他

混
成
バ
ン
ド
「
修
善
寺
バ
ン
ド
」
も
3
年

の
休
止
か
ら
再
起
動
し
、
新
し
い
絆
も
生

ま
れ
た
。
遠
方
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
や
現
役

学
生
も
参
加
し
、
上
は
還
暦
か
ら
下
は

現
役
学
生
ま
で
と
多
世
代
の
編
成
と
な

り
、
日
常
を
忘
れ
、
全
員
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

に
没
頭
し
た
。
今
回
修
善
寺
バ
ン
ド
に
参

加
戴
い
た
武
井
清
志
先
輩
（
1
9
9
4
年

英
語
英
文
学
科
卒
）
か
ら
同
郷
の
犬
飼
政

秀
先
輩
（
1
9
8
1
年
経
済
学
科
卒
）

を
紹
介
し
て
頂
き
、
も
う
一
つ
の
絆
を
繋

ぐ
形
と
な
っ
た
。

　
犬
飼
先
輩
は
学
生
時
代
か
ら
サ
ッ
ク
ス

を
吹
い
て
お
り
、
長
野
県
松
本
市
で
も

精
力
的
に
バ
ン
ド
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、

数
年
前
か
ら
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
進
行

し
、
楽
器
演
奏
が
徐
々
に
出
来
な
く
な
っ

た
。
学
生
時
代
か
ら
苦
労
し
て
収
集
し

た
楽
器
の
活
用
方
法
を
考
え
、
全
て
の
楽

器
（
サ
ッ
ク
ス
3
種
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や

ピ
ッ
コ
ロ
）
を
カ
レ
ッ
ヂ
に
寄
贈
し
て
下

さ
っ
た
。
楽
器
は
修
理
調
整
さ
れ
た
総
額

2
0
0
万
円
程
の
貴
重
な
物
だ
。
犬
飼

先
輩
は
「
学
生
た
ち
に
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
黄

金
時
代
に
製
造
さ
れ
た
サ
ッ
ク
ス
の
素
晴

ら
し
い
音
色
を
是
非
体
感
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
そ
れ
を
吹
く
こ
と
で
演
奏

技
術
の
向
上
に

も
な
る
は
ず
な

の
で
、
ぜ
ひ
現

役
学
生
で
継
承

し
て
も
ら
い
た

い
」と
話
し
た
。

今
回
の
寄
贈
に

あ
た
り
楽
器
類

の
散
逸
防
止

（
盗
難
を
含
む
）

の
観
点
か
ら
、

楽
器
に
名
前
を

刻
印
し
た
。
楽

器
の
寄
贈
を
う

け
、
現
役
学
生
た
ち
が
犬
飼
先
輩
の
住

む
長
野
県
松
本
市
を
訪
問
し
、
授
受
を

行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
で
旅
行
も
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
学
生
た
ち
。
南
ア
ル
プ
ス
の
美
し

い
風
景
と
犬
飼
先
輩
の
思
い
が
心
に
刻
ま

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
カ
レ
ッ
ヂ
創
設
よ

り
62
年
が
経
過
し
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
Ｏ
Ｂ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
多
世

代
の
交
流
が
生
ま
れ
、
新
し
い
絆
が
で
き

た
。
今
後
も
受
け
取
っ
た
襷
を
次
の
世
代

に
渡
し
な
が
ら
「
つ
な
が
る
」
を
続
け

て
い
き
た
い
。

　
宮
陵
会
の
皆
さ
ま
に
於
か
れ
て
も
、

学
生
時
代
に
所
属
し
て
い
た
部
活
動
や

サ
ー
ク
ル
へ
の
様
々
な
思
い
が
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
の
文
章
が
か
つ
て
の
交

流
を
思
い
出
し
、
取
り
戻
す
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

OB コンサート開催の様子（修善寺バンド）

現役学生と犬飼氏楽器寄贈時の写真

話題話題
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と
し
て
い
た
こ
と
は
印
象
的
で
し
た
。
今

回
は
Ｏ
Ｂ
会
の
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
次

回
は
神
大
に
在
学
中
の
後
輩
た
ち
に
と
っ

て
、
英
字
新
聞
の
復
刊
が
望
ま
し
い
と
思

う
重
要
な
意
義
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
貧
乏
学
生
に
は
持
て
な
か
っ
た
腕
時
計
。

卒
業
し
て（
１
９
６
１
年
）初
め
て
も
ら
っ
た

給
料
で
、
横
浜
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
手
巻

き
の
腕
時
計
を
買
っ
た
時
の
嬉
し
さ
。
故

障
す
る
こ
と
も
な
く
35
年
間
使
っ
た
。
そ

の
後
、
携
帯
電
話
の
使
用
も
あ
っ
て
時
計

は
机
の
中
に
入
れ
た
ま
ま
忘
れ
て
い
た
。

過
日
、
な
に
げ
な
く
机
の
引
き
出
し
を
開

け
る
と
懐
か
し
い
想
い
出
多
き
時
計
を
見

つ
け
た
。
取
り
出
し
て
恐
る
恐
る
…
ネ
ジ

を
回
す
…
。
と
、
秒
針
が
元
気
よ
く
動
き

出
し
て
び
っ
く
り
で
す
。

　
こ
の
時
計
は
私
の
青
春
時
代
と
共
に
悲

喜
こ
も
ご
も
歩
ん
だ
想
い
出
多
き
時
計
で

す
。
▽
友
だ
ち
と
時
間
厳
守
の
約
束
で
急

い
だ
と
き
▽
一
人
住
ま
い
の
ア
パ
ー
ト
で
朝

寝
坊
し
、
定
時
の
通
勤
電
車
に
間
に
合
う

か
息
を
切
ら
し
な
が
ら
駅
ま
で
走
っ
た
と

き
▽
乗
り
物
に
乗
っ
た
と
き
、
時
計
を
付

け
た
方
の
腕
を
前
に
出
し
た
う
れ
し
さ
、

き
た
こ
と
で
す
。
今
年
5
月
、
政
府
の
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
政
策
が
緩
和
さ
れ
る
の
を

待
っ
て
5
月
20
日
、
四
国
・
関
西
・
東
北
・

関
東
地
区
な
ど
か
ら
計
12
人
の
Ｏ
Ｂ
た
ち

が
横
浜
中
華
街
に
結
集
し
、
久
し
ぶ
り
の

Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
結
集
し
た
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
、
学
生
時
代
に

英
字
新
聞
発
行
に
燃
や
し
た
情
熱
や
艱
難

辛
苦
を
懐
か
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
当

時
は
取
材
専
用
の
カ
メ
ラ
も
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
と
言
っ
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

無
い
時
代
で
、
原
稿
は
全
て
手
書
き
。
作

業
効
率
も
悪
く
、
印
刷
所
の
現
場
で
誤
字

を
発
見
し
、
慌
て
て
訂
正
し
た
こ
と
な
ど

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業
し
て

か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、
他
界
し
た
仲
間
も

増
え
ま
し
た
。
今
回
、
横
浜
中
華
街
に
集

ま
っ
た
仲
間
た
ち
の
気
持
ち
が
全
員
溌は

つ

剌ら
つ

投稿投稿
　
か
つ
て
神
奈
川
大
学
に
は
、
学
生
の
発

行
す
る
英
字
新
聞T

he C
larion

が
あ
り

ま
し
た
。創
刊
号
は
当
時
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ（E

n
glish

 
Speakin

g Society

）
が
発
行
し
た
も
の

で
し
た
。
が
、
続
刊
に
難
点
が
あ
っ
た
た
め
、

第
2
号
か
ら
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
か
ら
分
離
・
独
立

し
た
英
字
新
聞
部
（
初
代
部
長
は
１
９
６
３

貿
卒
の
古こ

家が

秀
紀
さ
ん
）
が
発
行
主
体
に
な

り
ま
し
た
。
紙
名
のT

he C
larion

は
須
藤

兼
吉
教
授
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
、
朗
々

と
し
た
ラ
ッ
パ
の
音
で
学
内
を
活
発
化
さ
せ

る
目
的
を
秘
め
て
い
ま
し
た
。

　
新
聞
発
行
は
そ
の
時
の
政
治
や
社
会
情

勢
に
左
右
さ
れ
つ
つ
も
、
10
数
年
間
続
い

て
（
中
途
で
一
時
休
刊
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
）
、
部
員
総
数
は
累
計
80
余
人
を

超
え
、
多
く
の
学
生
に
愛
読
さ
れ
ま
し
た
。

部
の
自
慢
は
、
3
年
前
に
コ
ロ
ナ
が
出
現

す
る
ま
で
は
、
毎
年
Ｏ
Ｂ
た
ち
に
よ
り
新

年
会
や
忘
年
会
を
欠
か
さ
ず
に
開
催
し
て

横
浜
中
華
街
で

英
字
新
聞
Ｏ
Ｂ
会
を

開
催

東
京
都　

梅
沢　

英
紀
（
82
歳
）

1
9
6
7
（
昭
和
42
）年 

経
済
学
部
貿
易
学
科
卒
業

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は15 頁） 卒

業
生
の

声

投稿投稿

腕
時
計

和
歌
山
県　

岡
村　

光
惟（
86
歳
）

１
９
６
１
（
昭
和
36
）年 

法
経
学
部
法
学
科
卒
業

　
友
だ
ち
に
も
恵
ま
れ
、
大
熊
信
行
ゼ
ミ

で
意
義
あ
る
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
。
当

時
の
学
長
は
創
立
者
で
あ
る
米
田
吉
盛
先

生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
愛
媛
県
内
子
町

出
身
で
あ
り
、
私
の
ふ
る
さ
と
宇
和
島
市

と
は
近
い
た
め
親
近
感
を
持
っ
た
。

　
卒
業
後
、
愛
媛
県
の
高
校
教
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
最
初
の
勤
務
地
は
母
校
・
宇

和
島
東
高
校
で
あ
っ
た
。
同
校
に
は
教
頭

時
代
を
含
め
通
算
18
年
間
勤
務
し
た
。
退

職
後
、
同
窓
会
会
長
を
4
年
間
務
め
た
時
、

鈴
木
健
吾
君
が
神
大
に
進
学
し
、
そ
の
後
、

箱
根
駅
伝
で
大
活
躍
を
し
た
。
今
や
鈴
木

君
は
日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
な
っ
た
。

来
年
の
パ
リ
五
輪
に
出
場
し
、
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
母
校
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
全
国
に

も
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
名
将
の
上
甲
正
典
野

球
部
監
督
・
校
長
か
ら
、
選
手
た
ち
の
人

間
教
育
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
甲

投稿投稿

我
が
母
校

愛
媛
県　

井
関　

文
和
（
80
歳
）

１
９
６
７(

昭
和
42)

年 経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

横浜中華街に集まった仲間たち。前列右から２人目が筆者。

な
ど
な
ど
で
す
。

　
い
ま
、
机
の
上
に
置
き
、
Ｐ
Ｃ
を
操
作

中
も
気
持
ち
よ
く
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
と
正
確
に

時
を
刻
む
音
を
聴
き
な
が
ら
、
過
ぎ
し
日

の
数
々
の
思
い
に
浸
る
。
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投稿投稿

「
神
大
会
」の
こ
と
な
ど

84

鳥
取
県　

高
浜　

靖
（　

歳
）

１
９
６
２
（
昭
和
37
）年法

経
学
部
経
済
学
科
卒
業

子
園
の
常
連
校
と
な
っ
て
い
た
野
球
部
が
、

落
ち
込
み
、
這
い
上
が
る
た
め
に
と
、
強

く
要
請
さ
れ
た
。
苦
労
し
た
甲
斐
あ
っ
て

選
手
た
ち
は
次
第
に
心
を
入
れ
替
え
、
目

標
に
近
づ
き
、
な
ん
と
甲
子
園
連
続
４
季

出
場
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、

プ
ロ
に
４
人
の
選
手
が
入
団
。
ヤ
ク
ル
ト
で

は
、
教
え
子
の
宮
出
選
手
と
岩
村
選
手
が

活
躍
し
た
。
ヤ
ク
ル
ト
本
社
の
社
長
・
成

田
裕
氏
は
神
大
出
身
で
現
在
、
球
団
の
取

締
役
オ
ー
ナ
ー
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

私
が
校
長
を
務
め
た
大
洲
高
校
（
旧
制
宇

和
島
中
学
大
洲
分
校
）
の
卒
業
生
で
あ
る

衣
笠
剛
氏
は
、
ヤ
ク
ル
ト
球
団
の
代
表
取

締
役
会
長
で
あ
り
、
オ
ー
ナ
ー
代
行
も
さ

れ
て
い
る
。

　
大
洲
高
校
出
身
で
L
E
D
を
発
見
さ

れ
た
米
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
教
授
の
中
村
修
二
氏
（
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
）
が
2
0
0
3
年
に
帰
国
さ
れ

た
際
、
大
洲
高
校
で
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
色
紙
に
は
書
か
れ
た
「
ド
リ
ー
ム
を

求
め
る
人
生
」
を
肝
に
銘
じ
、
現
在
も
専

門
学
校
の
参
与
と
し
て
生
徒
た
ち
の
夢
を

手
助
け
す
る
た
め
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
。

創
立
1
0
0
周
年
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
な

る
繁
栄
と
学
生
諸
君
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
る
。

投稿投稿

神
大
で
の
思
い
出

広
島
県　

中
村　

利
夫
（
76
歳
）

１
９
７
１
（
昭
和
46
）年工

学
部
応
用
化
学
科
卒
業

　
コ
ロ
ナ
前
ま
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た

「
神
大
会
」
な
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。

「
あ
っ
た
」
と
は
い
う
も
の
の
正
式
に
解
散

し
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
終
了
し
よ
う
と

相
談
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
い
う
な
れ
ば

コ
ロ
ナ
に
よ
る
活
動
中
断
か
、
あ
る
い
は

年
齢
的
に
出
来
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
本

当
の
理
由
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
を
さ
か
の
ぼ
る
平
成
8（
１
９
９
６
）

年
初
夏
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
横
浜
近
在

の
同
期
5
、
６
人
が
な
ん
と
な
く
集
ま
っ

た
の
を
始
ま
り
に
、
以
来
コ
ロ
ナ
発
生
前

ま
で
延
々
と
40
回
を
超
え
る
回
数
を
重
ね

て
き
た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
、
昭
和
37
年
度

神
大
卒
業
生
を
中
心
と
し
て
全
学
横
断
的

に
自
然
発
生
し
た
会
だ
っ
た
。
法
経
卒
も

い
れ
ば
経
営
卒
、
貿
易
卒
も
い
て
工
学
卒

も
い
る
。
来
る
も
の
は
誰
一
人
拒
ま
ず
、

メ
ン
バ
ー
は
た
ぶ
ん
40
～
50
人
は
い
た
と
思

う
が
、
数
え
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
っ
き

り
と
し
な
い
。
要
す
る
に
ゴ
ル
フ
と
親
睦

を
目
的
と
し
た
神
大
Ｏ
Ｂ
の
集
ま
り
で
あ
っ

て
、
い
つ
の
間
に
か
「
神
大
会
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
に
は
規
則
も
な
け
れ
ば
面
倒
く
さ

い
約
束
事
も
な
い
。
む
ろ
ん
会
長
と
か
役

員
云
々
な
ん
て
者
も
い
な
い
。
自
由
気
ま

ま
な
、
い
う
な
れ
ば
極
め
て
ゆ
る
～
い
会

で
あ
る
。
断
っ
て
お
く
が
「
ゆ
る
～
い
」

と
い
う
の
は
会
の
こ
と
で
あ
っ
て
、メ
ン
バ
ー

の
こ
と
で
は
な
い
。
メ
ン
バ
ー
諸
氏
は
、
一

人
一
人
が
人
間
的
魅
力
と
実
力
を
も
兼
ね

備
え
た
面
々
で
あ
り
、
ま
さ
に
神
大
生
の

シ
ン
ボ
ル
「
質
実
剛
健
」
の
気
概
を
有
し

た
わ
が
同
期
、
神
大
の
素
晴
ら
し
い
仲
間

た
ち
で
あ
る
。
自
営
や
会
社
経
営
の
者
も

い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
り
、
定
年
退
職
後
Ｏ
Ｂ
に
な
っ
て
か
ら

交
流
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。

　
年
2
回
幹
事
よ
り
案
内
が
あ
り
、
心
待

ち
に
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
全
国
か
ら
集
結

す
る
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
静
岡
県
の
駿
河
小

山
の
コ
ー
ス
。
終
わ
れ
ば
箱
根
仙
石
原
の

神
大
保
養
施
設
に
移
動
し
、
夜
の
懇
親
会

で
は
毎
回
、
こ
れ
で
も
か
と
盛
り
上
が
る
。

話
題
の
中
心
は
、
い
つ
も
母
校
の
こ
と
ば
か

り
。
ほ
と
ん
ど
昭
和
37
年
卒
業
ゆ
え
（
他

年
次
卒
業
生
も
随
時
参
加
）
、
学
生
時
代

の
思
い
出
は
す
べ
て
共
通
の
話
題
か
ら
始
ま

り
、
現
在
の
神
大
の
動
向
や
後
輩
の
学
生

た
ち
の
話
し
。
そ
し
て
宴
果
て
る
こ
ろ
、

必
ず
全
員
が
肩
を
組
ん
で
の
「
♪
…
岩
を

打
ち
と
ど
ろ
に
返
す
…
♪
」
の
校
歌
の
大

合
唱
で
終
わ
る
。
あ
と
は
皆
が
好
き
な
よ

う
に
二
次
会
に
な
だ
れ
込
み
、
自
由
気
ま

ま
に
至
福
の
時
間
を
過
ご
す
の
だ
。

　
翌
朝
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
大
音

　
神
大
で
の
4
年
間
（
昭
和

４２
～
46
年
）

の
想
い
出
を
雑
感
と
し
て
述
べ
た
い
。

◇
白
楽
駅
お
よ
び
六
角
橋
商
店
街
　
東

京
出
身
な
の
で
、
東
横
線
で
渋
谷
駅
か
ら

急
行
に
乗
り
、
日
吉
駅
で
普
通
に
乗
り
換

え
、
白
楽
駅
ま
で
通
っ
た
。
普
通
車
は
緑

色
の
車
体
で
愛
嬌
が
あ
っ
た
。
（
通
称
あ
ま

が
え
る
）
。
六
角
橋
商
店
街
は
昭
和
レ
ト

ロ
の
雰
囲
気
が
漂
う
下
町
風
で
、
親
し
み

が
あ
っ
た
。
当
時
、
白
楽
駅
前
に
洋
画
専

門
の
映
画
館
「
白
鳥
座
」
が
あ
り
、
お
世

話
に
な
っ
た
。
（
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
な

ど
名
画
を
見
た
）

◇
時
計
台
お
よ
び
中
庭
　
通
用
門
を
抜

け
る
と
目
の
前
に
時
計
台
が
見
え
、
毎
日

励
ま
さ
れ
た
。
時
計
台
の
あ
る
８
号
館
の

内
側
に
中
庭
が
あ
り
、
昼
休
み
に
は
応
援

団
を
始
め
体
育
会
系
の
練
習
が
あ
り
、
活

気
が
あ
っ
て
、
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
そ

こ
で
応
援
団
が
歌
う
校
歌
を
覚
え
、
今
で

も
3
番
ま
で
歌
え
る
。

◇
浜
野
裕
司
物
理
化
学
研
究
室
　
神
大

と
い
え
ば
ゼ
ミ
や
研
究
室
で
名
高
い
。
北

は
札
幌
、
南
は
鹿
児
島
出
身
者
が
集
い
、

総
勢
20
人
の
研
究
室
。
浜
野
教
授
お
よ
び

新
井
助
手
（
の
ち
に
助
教
授
）
の
元
で
、

写
真
化
学
や
光
化
学
の
研
究
に
花
が
咲

き
、
熱
い
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
中
華
街

の
親
睦
会
で
、
紹
興
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
酔

い
つ
ぶ
れ
た
記
憶
が
懐
か
し
い
。
神
大
構

内
の
写
真
を
い
っ
ぱ
い
撮
っ
て
、
皆
で
見
な

が
ら
騒
い
だ
。
（
美
人
写
真
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
）
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投稿投稿

飛
べ
！
未
来
に
向
かって

神
奈
川
県　

内
山　

曜
子（
67
歳
）

1
9
７
８
（
昭
和
53
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

　
神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
は
、
平
成
27
年

度
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

た
め
２
年
間
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
令

和
４
年
11
月
5
日
、
待
ち
に
待
っ
た
ブ
ロ
ッ

ク
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
3
年
4
月
に
開
設
し
た
、
み
な
と

み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
会
と
記
念
講
演

会
だ
っ
た
。

　
高
野
敦
教
授
の
講
演
は
、
工
学
部
航
空

宇
宙
構
造
研
究
室
と
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
が
ハ

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
賞
　
　品
〉

①
神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所

　
　
　
１
泊
２
食
付
ペ
ア
宿
泊
券
／
３
名

②
Ｋ
Ｕ
ロ
ゴ
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　「
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
」

　（
左
右
１
１
０
㌢×

天
地
40
㌢
）
／
１０
名

〈
応
募
方
法
〉

　
ご
希
望
の
方
は
、
は
が
き
に
希
望
の
賞
品

（
①
か
②
）、
名
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
（
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、
卒
業
年
・

学
科
、
今
号
『
宮
陵
会
報
』（
No
１
１
６
号
）
の

感
想
を
書
い
て
、

〒
２
２
１
─０
８
０
２

　
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１

　
神
奈
川
大
学
宮
陵
会「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

　
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

　
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
９
月
15
日
（
金
）＝

消
印
有
効
。
当
選
者
（
抽
選
）
の
発
表
は
、
賞

品
の
発
送
（
10
月
上
旬
）
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
卒
業
生
の
声
」

（
No
１
１
７
号
）の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
発
行
　
23
（
令
和
５
）
年
12
月
中
旬

▽
体
裁
　
Ａ
４
判
、
16
ペ
ー
ジ
（
予
定
）

▽
部
数
　
１
２
０
，
０
０
０
部

▽
字
数
　
６
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ
は
自
由
。

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、卒
業
年
・

学
科
、
連
絡
先
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯

電
話
）
を
明
記
。

▽
締
め
切
り
　
２３（
令
和
５
）年
10
月
26
日

（
木
）。
掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
す
。
原
稿
は一部
手
直
し
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
送
付
先
　
〒
２
２
１
─０
８
０
２

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
─27
─１
、

神
奈
川
大
学
宮
陵
会

「
宮
陵
会
報
No
１
１
７
号
」
係
。

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

（kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

）

  

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
情
報
（
他

薦
、
自
薦
）
や
話
題
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
す
べ
て

は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
２
回
（
８
月
と
12
月
）

発
行
の『
宮
陵
会
報
』や
年
１
回（
４
月
）発
行
の『
宮

陵
』
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
広
報
委
員
会

量
の
校
歌
で
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
睡
眠
不

足
の
一
日
が
始
ま
る
。
そ
の
後
、
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
再
会
を
約
し
て
三
々
五
々

保
養
施
設
を
後
に
す
る
。
た
だ
そ
れ
だ
け

の
「
神
大
会
」
で
あ
る
が
、
案
内
が
来

る
と
な
ぜ
か
万
難
を
排
し
て
で
も
参
加
し

た
く
な
る
。

　
時
は
流
れ
、
た
だ
い
ま
83
、
84
歳
と
な
っ

た
同
期
諸
氏
も
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
者
、
あ
る
い
は
介
護
し
た
り
さ
れ

た
り
、
健
康
に
不
安
が
あ
っ
て
動
け
な
い

者
な
ど
隆
盛
を
誇
っ
た
わ
が
「
神
大
会
」

も
、
今
や
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
飛
翔
実
験
に
お
い
て

打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
日
本
記
録
を
更
新

し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
す
ご
い
！
神
大
で
ロ
ケ
ッ
ト
な
ん
て
、
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ

ケ
ッ
ト
の
し
く
み
や
秋
田
県
能
代
市
で
の

飛
翔
実
験
の
様
子
の
説
明
は
、
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
、
わ
れ
わ
れ
を
ぐ
い
ぐ
い
そ

の
中
に
引
き
込
ん
で
行
っ
た
。

　
後
日
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
会
に
参

加
し
た
際
に
、
高
野
敦
教
授
の
研
究
室
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
旧
図
書
館
の

一
階
、
奥
ま
っ
た
所
に
そ
の
研
究
室
が
あ
っ

た
。
せ
ま
い
研
究
室
の
中
で
数
人
の
学
生

が
作
業
し
て
い
た
。

　
す
ご
い
！
秘
密
基
地
の
よ
う
だ
。
男
子

学
生
の
中
に
女
子
学
生
も
い
る
。
孫
の
よ

う
な
学
生
達
に
未
来
を
感
じ
た
。
こ
の
学

生
達
が
神
大
の
そ
し
て
日
本
の
未
来
を
背

負
っ
て
立
つ
の
だ
。
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
暗

い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
私
は
こ
の
研
究

室
の
見
学
で
楽
し
み
が
一
つ
増
え
た
。
自

己
記
録
を
ど
こ
ま
で
更
新
し
て
行
け
る
の

か
実
験
は
続
く
。

　
さ
あ
、
こ
う
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
長

生
き
し
て
神
大
生
の
活
躍
を
見
届
け
な
け

れ
ば
。
神
大
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

空
高
く
宇
宙
を
め
ざ
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
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（1）基本会費

（2）年会費

（3）会費
　 未納入の方

基本会費
納　　入

年会費
納　入

会費未納

納入後、
20年以上経過
している

いずれかの
会費を納入
してください

年会費
3千円

基本会費・維持会費の納入は
必要はありません。

20年経過後から維持会費の
納入をお願いします。

基本会費・維持会費の納入は
必要はありません。

基本会費
3万円

新終身会費
9万円

維持会費の納入を
お願いします。

維持会費
1～3を選択
1 5年分… 1万円
210年分… 2万円
315年分… 3万円

20年経過後から維持会費の
納入をお願いします

YES

NO

宮宮き
ゅ
う
り
ょ
う
か
い

き
ゅ
う
り
ょ
う
か
い

陵
会
陵
会
会
費
納
入

会
費
納
入（
正
会
員
登
録
）

（
正
会
員
登
録
）のの
お
願
い

お
願
い
とと
そ
の
方
法

そ
の
方
法

１ 

ま
ず
住
所
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
転
居
な
ど
に
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
大

学
や
宮
陵
会
か
ら
の
通
信
物
を
お
届
け
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
通
信
物

が
届
い
て
い
な
い
方
は
現
住
所
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
住
所
の
登
録
や
変
更
は
、

①
郵
送	

②
F
A
X	

③
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

　
名
前
（
卒
業
時
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
卒
業
時
の
氏
名
も
）、
卒
業
年
月
、
卒
業

学
部
・
学
科
、
生
年
月
日
、
日
中
確
認
の
取
れ

る
電
話
番
号
等
を
記
入
し
宮
陵
会
事
務
局
へ
。

２ 
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
、
年
会
費
、
20
年
間
有
効
の
基
本

会
費
と
そ
の
後
に
納
入
す
る
維
持
会
費
、
及

び
終
身
会
費
な
ど
の
種
類
が
あ
る
た
め
、
納

入
状
況
は
個
人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

同
封
の
「
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
（
お
願

い
）
」
【
会
費
納
入
要
領
】
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
宮
陵
会

組
織
と
し
て
の
運
営
や
広
報
活
動
、
地
域
組

織
（
国
内
外
の
地
域
組
織
、
職
域
、
同
期
・

同
好
組
織
）へ
の
活
動
助
成
、
在
学
生
へ
の
給

付
奨
学
金
や
課
外
活
動
へ
の
助
成
、
大
学
の
行

事
（
卒
業
祝
賀
会
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
）

へ
の
協
賛
金
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▽
卒
業
生
の
会
員
種
別
と
会
費

「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
」
は

神
奈
川
大
学
の
同
窓
会
組
織
の
正
式
名
称
で

す
。
卒
業
生
は
全
員
宮
陵
会
の
会
員
（
同
窓

生
）
と
な
り
ま
す
。

　

①
卒
業
生
の
会
員
種
別

〈
正
会
員
〉
住
所
が
判
明
し
て
お
り（
登
録
さ

れ
て
お
り
）、
な
お
か
つ
会
費
を

納
入
し
て
い
る
会
員
。
正
会
員

は
、
代
議
員
の
被
選
挙
権
・
選

挙
権
を
有
し
、
8
月
と
12
月
の

年
2
回
発
行
の
広
報
誌『
宮
陵
会

報
』
の
ほ
か
、
年
1
回
5
月
発

行
の
広
報
誌『
宮
陵
』
も
お
手
元

に
届
き
ま
す
。

〈
普
通
会
員
〉正
会
員
以
外
の
会
員（
住
所
不
明

や
会
費
未
納
会
員
）

正
会
員
へ
の
登
録
方
法
➡
ご
住
所

の
登
録
と
会
費
納
入

❶
年
会
費
　

3
千
円
で
毎
年
納
入

❷
基
本
会
費
　

3
万
円
を
一
時
に
納
入

20
年
間
有
効

❸
維
持
会
費
　
基
本
会
費
を
納
入
後
21
年
目

以
降
の
会
費

5
年
分
　

1
万
円
（
一
括
納
入
）

10
年
分
　

2
万
円
（
一
括
納
入
）

15
年
分
　

3
万
円
（
一
括
納
入
）

❹
終
身
会
費
　

9
万
円
を
一
時
に
納
入

今
後
の
会
費
納
入
は
不
要

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/about/fee.html

一般社団法人神奈川大学
宮陵会事務局

〒221-0802
横浜市神奈川区六角橋 3-27-1

神奈川大学内
TEL　045-481-5661

（内線 2451）
FAX　045-413-0791
E-mail

kyuryou-j imu@
kanagawa-u.ac. jp

同窓会「宮陵会」命名の経緯
　現在も杉山神社（杉山大神）は横浜市神奈川区六角橋2-31-23 に
あります。神奈川大学が六角橋に移転する前の丘陵地帯（現・横浜キャ
ンパス）は、この神社の正面に当たることから、お宮（杉山神社）に
面している場所として「宮面（みやめん）」と呼ばれていました。当時、
電気科卒業生の縦のつながりの会（OB会）に「宮面会」（みやもかい）
が使われていたため、混同をさけるために同窓会を「宮陵会」（宮面
丘陵を略称したもの）と命名したと伝わっています。
　横浜キャンパスを訪れた際、この神社にお参りし、ここからキャン
パスを眺めてみると命名のいわれに納得できるのではないでしょうか。
� （編集部）

現
在
の
杉
山
神
社

杉山神社から望む
横浜キャンパス


